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１－① 東日本大震災の被災状況

1

資料：福島民友H23.3.13

資料：福島民友H23.3.15

【地震の概要】
３月１１日（金）１４：４６ 地震発生：M9.0(最大震度7）

大津波警報発令

【原発事故の概要】
３月１１日（金）１９：０３ 福島第１原発の事故で緊急事態宣言

３月１２日（土）１５：３６ １号機で水蒸気爆発

３月１４日（月）１１：０１ ３号機で水蒸気爆発

３月１５日（火） ６：１０ ４号機で大きな音が発生→火災へ

◆避難指示関係
３月１１日（金）２０：５０ 福島県が発電所半径2Kmの住民に避難指示

２１：３６ 内閣総理大臣から福島県知事、大熊町長、

双葉町長、富岡町長 及び浪江町長に対し、
避難指示 (半径3Km圏内の住民は、避難すること)
福島第一原子力発電所1号機から半径10Km圏内

の住民は屋内退避

３月１２日（土） ５：４４ 半径10Km圏内の住民に避難指示

１８：２５ 半径20Km圏内の住民に避難指示

３月１５日（火）１１：００ 内閣総理大臣指示。福島第一原子力発電所から
20Km以上30Km圏内の住民は、屋内退避すること

４月２２日（金）００：００ 災害対策基本法に基づく「警戒区域」に設定
(原則立ち入り禁止)

４月２３日(土) １：００ 計画的避難区域、緊急時避難準備区域を設定



１－② 東日本大震災の被災状況（道路、交通機関）

2

■道路（全面通行止）
・常磐自動車道 広野IC～常磐富岡IC
・国道6号 楢葉町～南相馬市原町区

(警戒区域内）
・国道114号（警戒区域内）
・国道288号（警戒区域内）

立ち入り禁止区域の国道6号・常磐道が通行止め

■鉄道（運転見合せ）
・常磐線 久之浜駅（いわき市）

～亘理駅（亘理町）

■常磐自動車道
原町～浪江～常磐富岡IC

⇒平成23年度供用予定
現在、工事再開の見通しが

立っていない状況



１－③ 東日本大震災の被災状況（被害状況）

3

［被害状況］

資料：福島県災害対策本部［第333報、H23.8.18現在］

［行政機関］

住民・行政機関等の被災状況

死者数
（人）

行方不明
者数（人）

全壊
（棟）

半壊
（棟）

福島市 3 0 161 1,737 38

相馬市 454 5 1,042 643 0

南相馬市 633 38 4,682 975 13,871

伊達市 0 0 24 141 0

桑折町 0 0 50 151 0

国見町 0 0 60 139 0

川俣町 0 0 28 18 1,233

新地町 108 2 548 不明 0

飯舘村 1 0 0 0 1,707

県北部地域 1,199 45 6,595 3,804 16,849

田村市 1 0 11 77 379

鏡石町 0 0 217 706 30

広野町 2 1 不明 不明 2,316

楢葉町 11 2 50 不明 946

富岡町 19 6 不明 不明 14,280

川内村 0 0 1 36 2

大熊町 74 1 30 不明 6,494

双葉町 29 6 58 5 4,906

浪江町 144 40 不明 不明 9,219

葛尾村 6 1 0 0 292

その他 337 40 10,126 37,498 0

合計 1,822 142 17,088 42,126 55,713

市町村
住家被害 避難

指示
（人）

9町村が移転
飯館村→福島市
広野町→いわき市
双葉町→埼玉県加須市
浪江町→二本松市）
富岡町→郡山市
葛尾村→会津坂下町
楢葉町→会津美里町
大熊町→会津若松市
川内村→郡山市

避難者数：73,444人
【参考】 避難所入所者数

・県内：12,330人

一時避難【避難所】：1,611人

二次避難【旅館・ホテル等】：10,719人

・県外：46,295人 （福島県復興ビジョンより 8月1日現在）



こおりまち

２ 地域の状況：福島県北部地域構成市町村

4

4市4町1村

人口約52万人

資料：H22国勢調査

対象区間（福島～霊山間）

東北中央自動車道(福島～相馬)
■整備率（福島～相馬） ０％
■事業化率（福島～相馬） 約５０％

福島県位置図

当該箇所



３－① 震災後の交通状況（１）

• 被災地域である相双地域は、津波・原発災害により孤立。内陸部（中通り）と連携強化が必要
• 国道１１５号は、被災地である相双地域と内陸を結ぶ唯一の緊急輸送・復興道路として重要性高まる
• 緊急輸送や復興支援等のための需要により、国道１１５号を利用する交通量が大幅に増加

（震災前後８７％増）

■「くしの歯作戦」の救援ルートとして機能した国道１１５号

被災地域

災害復興拠点

資料：物資受入れ港、広域陸上輸送拠点、緊急輸送路線は、「福島県地域防災計画」に位置づけ

震災前 １，８５８台/１２ｈ（H22.10）

震災後 ３，４８１台/１２ｈ（H23.5 ）

■国道１１５号の震災前後の利用交通量の変化

＋１，６２３台/12ｈ ８７％増
福島県立医科大学

付属病院（３次）

復興・復旧支援や国道６号、
常磐道の通行止めにより国道
１１５号の役割は更に重要に

「くしの歯作戦」救援ルート

国道１１５号

5



３－① 震災後の交通状況（２）

■福島空港を拠点とした各避難所への広域支援

◎国道115号は福島空港からの災害物資を供給
・緊急支援物資等の搬入拠点となった「福島空港」から避

難所を設置している市町村までの通行ルートを確保

■広域的な輸送需要の東西移動性の確保に寄与

◎自衛隊駐屯地から浜通り方面への通行ルートを確保
・県内に立地する駐屯地から、浜通りにある各活動拠点へ

の通行ルートとして、広域的な支援活動を下支え

6

▲福島空港から避難所を設置している市町村役場までの通行ルート

▲広域的な支援活動を下支え

出典：「東日本大震災」にかかる道路施設被災状況・応急復旧の対応（平成２３年５月福島県土木部道路計画課）

◆福島空港
災害物資・臨時
便計860便
（3/11～5/24）

指定通行ルート

郡山
駐屯地

福島駐
屯地

福島
第一原発

注：上記矢印
は、実際の自
衛隊の活動
場所や、移動
ルートを示す
ものではない

福島
第一原発
福島
第一原発

20km

30km

■国道１１５号は救援物資の輸送ルート・支援活動を支える通行ルートとして機能



３－② 観光への影響

• 震災による風評被害が出ているが、復興のため観光客の呼び戻しを図る（福島県復興ビジョンより）

■風評被害の影響

◎観光の風評被害（一例）
■予約のキャンセル・観光客

の激減
・○○温泉で３、４ヶ月先までキャン
セル発生

・仙台市立小の８割、○○への修学旅
行敬遠

・県内旅館、風評に悲鳴、廃業、リス
トラ等も

資料：福島県復興ビジョン（素案）、原発事故
による被害状況より

資料：福島民報H23.7.9

◎観光の復興
・本県に観光客を呼び戻し県民が希望
と勇気を持てるよう復旧を進める
・風評被害の影響の大きい観光につい
ては、テレビや映画などとのタイアッ
プを始めとした観光キャンペーンの強
化により、本県への観光客の呼び戻し
を図る。

資料：福島県復興ビジョンより

7

資料：福島民報H23.6.19



３－③ 生産活動の状況

• 被災地の企業は国道６号や常磐道の通行止めにより国道１１５号に依存
• 震災後、相馬～いわき間の移動には大きな迂回が生じている

■地域を支える製造業の一日も早い復旧・復興

8

◆運送業者（相馬市）

・震災後は物量が減った。相馬港や地元企
業 が多数被災した事が原因。

・いわき方面に行けなくなったため、必然
的に国道１１５号に依存。

・阿武隈地区、霊山地区など大型車のすれ
違いが困難な区間が多数存在。

震災後は国道１１５号に対する依存が高
くなっている。

◆製造業社（相馬市）

・関東方面への搬送は、すべて国道１１５
号経由で福島から向かっている。

・災害車両を含め、国道１１５号に交通が
集中し道路を横断できないぐらい交通量
が多くなっている。

特に朝夕は飯舘村のエリアを避ける交通
が入ってくる。

・復興に向けて、現道は時間もかかるし道
路も悪いので、東北道に直結する道路を
早く整備してもらいたい。

■被災地の企業の声

資料：H17道路交通センサス
（国道6号小高町）

相馬～いわき

震災前約７０百台の発着

【迂回距離】

102km⇒179km

(1.75倍)

【迂回時間】

150分⇒196分

（1.31倍)

福島第1原発
20km圏内

立ち入り禁止

計画的
避難区域
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▼高次医療60分カバー圏

相馬市 ０.４％
沿岸3市町 ５．１％

高規格道路（供用済）

高規格道路（事業中）

高規格道路（計　 画）

一 般 国 道

高次医療機関60分圏

資料：H17道路交通センサス、H17国勢調査

資料：H21相馬地方広域消防本部

Ｎ＝131件／年

▼相馬地域からの救急搬送の実態

４－① 高次医療の課題

３６.１分

７.８分

全国

ワースト１０位

ワースト４位

順位

３７.４分病院収容時間

８.８分

福島県

現場到着時間

区間

資料：H22救急・救助の現況

▼救急搬送の時間

• 沿岸地域からの救急搬送は、主に福島方面への搬送（救急搬送の約８割が福島方面）
• 沿岸部の３市町は、高次医療空白エリア（60分カバー人口率5.1％ 全国平均９２％）
• 救急搬送時間が長く、速達性・定時性が不十分

■６０分搬送圏域人口比率が極めて低い



相馬港

資料：全国輸出入コンテナ貨物流動調査

【輸出入】

京浜
港湾
86%

その他

10%
仙台

塩釜港

4%

29,595

トン/月

【輸出入】

京浜
港湾

72%

その他
6%

新潟港
22% 13,766

トン/月
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▲工業団地から相馬港へのアクセス時間（60分圏）

相馬港アクセス時間平均所要時間

福島市内工業団地：８７分

伊達市内工業団地：６９分

福島市や

伊達市が

60分圏外

伊達市

福島市

相馬市

南相馬市

新地町宮城県

飯館村

桑折町
国見町

工業団地

４－② 産業の課題

▲福島・米沢発着のコンテナ貨物の利用港湾

• 県は相馬港の利用拡大・物流の強化を推進しているが、福島等の発着のコンテナ貨物の多くは京浜港を利用
• 地域の企業は沿岸部と内陸部の連携や輸送時間の短縮を期待している
• 福島北部に集積する工業団地から相馬港へのアクセスは平均８７分と移動時間が長い

50%

48%

13%

0% 20% 40% 60%

沿岸～内陸の連携
による経営拡大

輸送時間短縮による
生産性の向上

輸送コストの縮減
による利益率向上

▲中央道の整備によって想定される企業活動
へのメリット（アンケート回答割合）

N=54（効果ありと回
答した企業対象）

■相馬港・高速ICへのアクセス改善



10,712
11,042 11,141

10,485

1,8661,869

1,981
2,004

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

H18 H19 H20 H21

観
光
入
込
み
客
数

(

千
人

)

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

宿
泊
客
数

(

千
人

)

観光入込み客 宿泊客

４－③ 観光の課題

▲ふくしま観光圏整備計画と主要観光地

11

資料：福島観光圏整備計画

• 福島市や相馬市は福島観光圏整備計画において滞在・周遊型の広域観光を推進
• 観光入込み客数が近年減少し、宿泊客数はH18から13.8万人減少
• 福島～相馬間は都市間の所要時間が長く、アクセス性が良くないため、周遊観光の課題に

資料：H17道路交通センサス休日ピーク
時旅行速度を用いて算出

▲観光客・宿泊客の推移（福島観光圏）

宿泊客数が
13.8万人減少

■相馬～福島間の課題
・福島、伊達、相馬の３市合同で仙台からのモニターツ
アーを組んだが、道路が悪く相馬～福島間のアクセス
性が悪いため仙台⇔相馬と仙台⇔福島・伊達の個別
ルートとなってしまった。

・相馬～福島間の高規格道路の整備に期待している
（福島市商工観光部）

▲ふくしま観光圏内の所要時間

福島市 伊達市 相馬市

16分 48分25分

二本松市

伊達市～相馬市間の
所要時間は、他区間の２倍以上

■滞在・周遊型の広域観光を目指すも宿泊客数が減少



こおりまち

５－① 走行速度・交通事故の状況

• 霊山道路から現道１１５号利用し東北道へは、渋滞の著しい福島都市圏を通過（渋滞損失時間管内ワースト１）
• 福島～霊山間の福島都市圏内の幹線道路は事故率が高く福島都市圏流入部で事故率100件/億台キロ以上の

箇所が多数

■福島都市圏流入部に渋滞や交通事故が集中

凡例

0～50万人時間/年

50～100万人時間/年

100万人時間/年以上

▲福島都市圏の渋滞損失時間（H22）

資料：H22.4～H23.3民間プローブ

流入する福島都市
圏内の事故率高い

凡例

100件/億台キロ

100～200件/億台キロ

200件/億台キロ以上

資料：事故統合データ
（センサス区間で集計）

▲福島都市圏幹線道路の死傷事故率（H18-H21）

対象区間（福島～霊山間）

▲福島都市圏流入部の渋滞状況

12

４４13

４４４

４４115

４４13

４４４

４４115

R=80m、I=8.1%

東北道へは混雑
区間通過が必要

R=80m、

東北道へは混雑
区間通過が必要

霊山道路
霊山～福島

福島飯坂IC

霊山～福島



５－② 道路交通の状況と課題
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■内陸～沿岸部まで約６５分
・時間距離が長い実態

・福島都市圏は渋滞多数
（渋滞損失時間管内ワースト１）

・緊急時、災害対応の車両の速
達性が確保されていない

⇒速達性・定時性の確保が必要

資料：所要時間は福島市役所から相馬市役
所までの所要時間を道路時刻表から算出

■代替路が無い状況
・過去10年で11回の全面通行止
発生（H11～H20）

・迂回距離２倍※現道延長約52km

国道114号経由108ｋｍ
⇒信頼性向上が課題

▲約3週間通行止（Ｈ18.10）

■隘路など問題箇所の存在
・急カーブ・急勾配等が18km

最急勾配9.4% 最小曲線半径25m
・特殊通行規制区間が存在

（2箇所 19km）
⇒安全性の確保が必要

▲縦断図（急勾配箇所が多数）

• 福島～霊山間の並行区間は最急勾配8.2％、最小曲線半径50ｍ
• 国道115号は、高さ指定がなく、背高コンテナの通行ができず
• 安全性、定時性の確保及び移動時間の短縮が確保された信頼性の高い道路ネットワークが必要

国道115号は高さ指定なし
＝背高コンテナ通行不可

特殊通行規制区間

異常気象時通行規制区間

福島都市圏域
混雑多発地域

通行止多発地域

×
×

×

■現道に求められる機能

対象区間（福島～霊山間）



６ 地域及び道路の課題とその原因
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【交通状況】

・福島都市圏交通の円滑化が不十分

・安全性、速達性、定時性の確保が不十分

【交通状況】

・霊山～東北道間の混雑及び事故多発

（混雑多発箇所7箇所、福島都市圏渋滞損失東北管内1位（H20））

・特殊通行規制区間が存在

（２箇所 １９ｋｍ）

【道路構造】

・縦断勾配5％以上、曲線半径100ｍ未満が散在

【道路構造】

・大型車通行支障区間

（高さ指定なし）

【道路現況】

・ミッシングリンクの存在

【道路現況】

・福島県北地域（相馬～福島）は、高速道路未整備地域

（整備率０％、事業化率約５０％）

道
路
に
つ
い
て

【医療体制】

・救急医療施設へのアクセスが不十分

【産業支援】

・工業拠点と港湾との連携基盤が不十分

【観光】

・主要観光地や主要都市間の距離が長い

【医療体制】

・高次医療施設アクセス６０分圏人口はわずか５％

（全国平均92％）

【産業支援】

・福島市内から相馬港への平均アクセス時間８７分

（福島、米沢発着のコンテナ貨物の多くは京浜港を利用７０％以上）

【観光】

・観光入込み客数が近年減少し、宿泊客数は減少傾向が継続

（福島市：H21-H18 ▲13.8万人）

地
域
に
つ
い
て

原因課題（例示）
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７ 政策目標の設定（１）

｢復興への提言｣　～悲惨のなかの希望～　（東日本大震災復興構想会議H23.6.25)

計画の抜粋
第2章　くらしとしごとの再生
（６）地域経済活動を支える基盤の強化
　①交通・物流
　　　・災害に強い道路網

　　　　道路については、太平洋沿岸軸(三陸縦貫道等）の緊急整備や、太平洋沿岸と東北道を繋ぐ横断軸の強化について、整備スケジュール
　　　を明確にした上で、防災面の効果を適切に評価しつつ、重点的にすすめるべきである。

東日本大震災を踏まえた緊急提言　（高速道路のあり方検討有識者委員会H23.7.14)

計画の抜粋
２．東日本大震災を踏まえた今後の道路政策への緊急提言
（３）戦略的かつ効果的なネットワーク強化が必要
　｢被災地域の早期復興を促進する｢復興高速道路｣等の整備｣

　　　　太平洋沿岸軸と連携して、被災地の復興を支援するため、今回、三陸縦貫自動車道とともに、重要な役割を果たした｢くしの歯｣に象徴
　　　される太平洋岸と内陸部を結ぶ横断軸の強化が必要である。

福島県復興ビジョン（福島県H23.8）

計画の抜粋
Ⅲ復興に向けた主要施策
２．ふくしまの未来を見据えた対応
（４）災害に強く、未来を拓く社会づくり
　②ふくしま及び東北を支える新たな県土づくり

　　（ア） 横軸としての太平洋側と日本海側を結ぶ東北中央自動車道や浜通りと中通りを結ぶ国道・県道、縦軸としての浜通りを南北に結ぶ
　　　　　常磐自動車道など、県土の骨格を形成する縦・横６本の基幹的道路の早期整備や、JR常磐線の早期復旧・基盤強化の促進を行い、
　　　　　相双地方の復興を支援する。
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７ 政策目標の設定（２）

施策の枠 柱ごとの内容 分野
【活力】 多様な交流ネットワークの形成 ○七つの生活圏、市町村間を結ぶ交通ネットワークの

県内における広域的な連携・交流、さらには県域を越える広域的
な連携・交流を促進するため、広域的な交流ネットワークを確保
します。

施策の基本方針 施策の体系 分野

○高速道路の整備促進
ⅰ東北中央自動車道の建設促進
　・福島・米沢間の建設促進【重点２】
　・自動車専用道路・国道115 号阿武隈東道路およ
び霊山道路の建設促進【重点２】
○物流基盤の整備促進と中央卸売市場の機能活用
ⅰ物流基盤の整備促進
　・東北中央自動車道の建設促進【重点２】

施策の基本方針 施策の体系 分野

○企業誘致の推進

高速道路、相馬港及びＩＴ環境等の各種インフラの整備
を促進し、立地環境の整備を図るとともに、県及び独立
行政法人中小企業基盤整備機構等の関係機関と連携
を取りながら、相馬中核工業団地へのさらなる企業立
地の促進に努めます。

【商業の振興（商業）】
効率的な物流基盤の整備促進を進める

商業振興

計
画
の
抜
粋

【相馬市総合計画】 相馬市マスタープラン2007（H19.3相馬市）

【総合交通網の整備（道路）】
東北中央自動車道の建設を促進し高速道路網の体系化を図り
ます。

道路ネット
ワーク

ⅰ常磐自動車道、東北中央自動車道、会津縦貫道な、
七つの生活圏と県外とを結び、縦横6本の連携軸で県
土の骨格となる基幹的な道路ネットワークの整備を推
進します。

計
画
の
抜
粋

【地域特性を活かし元気ある産業づくり】
◯工業基盤の整備
高速道路や重要港湾相馬港をはじめとするインフラの整備を促
進し、企業が進出しやすい環境整備に努めます

産業振興

産業振興、
医療、災
害、交流連
携

■交流と連携強化のための基盤づくりと活用

【インフラストラクチャーの整備を地道に進めること】
◯ 暮らしやすいまちづくり
高速道路と、これに連結した市内幹線道路ネットワークを整備することは、高次医療機関とのネットワークの形成や災害
時における避難・救援活動のための幹線道路の確保するため、さらには企業立地による雇用機会の拡大や重要港湾相
馬港の利活用と沿線都市との連携・交流の促進を図ることなど、市民生活の安心づくりや地域振興を図る上での極めて重
要な地域戦略です。このため本市では、国・県の制度を最大限に活用し、計画的な整備に鋭意努めます

【福島県の総合計画】 いきいきふくしま創造プラン（H21.12福島県）

【福島市総合計画】 福島市総合計画前期基本計画（H23.2福島市）

計
画
の
抜
粋

交通ネッ
トワーク



７ 政策目標の設定（３）

■以上を踏まえ、当該地域の政策目標を設定

１．東西軸構築による復興の支援
２．工業拠点と港湾間・高速ICの連携強化による産業支援
３．高規格道路ネットワークによる都市圏交通の円滑化

■対策案の検討
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福島～霊山間の高規格道路の未整備区間の整備方針を検討

【地域支援関連】
・東北縦貫自動車道と常磐自動
車道を結び、内陸方面とのアク
セスを強化することで、被災地の
復興や医療・観光など地域を支
援する道路

【都市圏交通関連】
・管内でも混雑・事故が多発して
いる福島都市圏の円滑化に寄
与する道路

【工業拠点連携関連】
・工業団地が集積する福島・伊
達地域から物流拠点となる相馬
港及び高速ＩＣの連携強化を支
援する道路



８ 整備方針の検討 （対策案の設定）

・霊山ICから国道１１５号現道と一部並行し、福島市を通過しながら東北

道と接続する案

・整備延長が長いため、案①に比べて事業期間を要する

・東北道へのアクセス性は案①に比べ劣るが、国道１１５号を利用した福
島市中心部へのアクセスの検討が可能であり利便性に優れる

【案②】南廻り直結案

・伊達市内を最短で通過し東北道と接続する案

・整備延長が短く、早期の整備効果発現が期待される。

・東北道へのアクセス性は優れるが、福島市中心部へのアクセスに劣る

・家屋の支障件数は、案②に比べ少ない

特

徴

【案①】北廻り直結案

　　事業中区間

　　供用中

　　一般国道

　　県道等
　

　線形不良区間

　　R<100m

    R<150m

　　i>5.0%

　　W<5.5m　
死傷事故率
100件/億台キロ以上

凡　　例
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８ 整備方針の検討 （比較表）

福島都市圏内の渋滞緩和高規格道路ネットワークによ
る都市圏交通の円滑化

（指標：並行路線の渋滞損失時
間削減）

【未整備】261万人時間/年⇒【整備時】158万人時間/年
(約39％削減)

【未整備】261万人時間/年⇒【整備時】229万人時間/年
(約12％削減)

■沿岸部から高次医療施設までのアクセス改善
第三次医療施設カバー人口率 【現況】5.1％ ⇒ 【整備時】 21.4％

■工業拠点から高速ICへのアクセス時間
・福島市内工業団地

【未整備】 8分 ⇒ 【整備時】 5分
・伊達市内工業団地

【未整備】 10分 ⇒ 【整備時】 6分

■工業拠点から高速ICへのアクセス時間
・福島市内工業団地

【未整備】 8分 ⇒ 【整備時】 6分
・伊達市内工業団地

【未整備】 10分 ⇒ 【整備時】 4分

■霊山IC～東北道の所要時間変化
【未整備】 約35分⇒【整備時】 約14分

■霊山IC～東北道の所要時間変化
【未整備】 約35分⇒【整備時】 約10分

【案②】南廻り直結案
約18ｋｍ

【案①】北廻り直結案
約13ｋｍ

約４００～５００億円

■工業拠点から相馬港へのアクセス時間
・福島市内工業団地

【未整備】 76分 ⇒ 【整備時】 71分
・伊達市内工業団地

【未整備】 61分 ⇒ 【整備時】 58分

福島市内・伊達市内工業団地から相馬港・高速ICへのアクセス時間改善

■隘路区間の解消
縦断勾配5％以上区間 【未整備】2.6ｋｍ ⇒ 【整備時】 解消

曲線半径100ｍ未満区間 【未整備】0.2ｋｍ ⇒ 【整備時】 解消

隘路区間が解消され、災害時・緊急時の安全性・信頼性確保及び速達性確保

伊達市内を最短で通過し東北道と接続する案

約７００～８００億円

■工業拠点から相馬港へのアクセス時間
・福島市内工業団地

【未整備】 76分 ⇒ 【整備時】 72分
・伊達市内工業団地

【未整備】 61分 ⇒ 【整備時】 60分

霊山ICから国道１１５号現道と一部並行し、福島市を通過しながら東北道と

接続する案

工業拠点と港湾間・高速IC
の連携強化による産業支援

（指標：福島・伊達市内工業団
地から相馬港へのアクセス時
間改善）
（指標：福島・伊達市内工業団
地から高速ICへのアクセス時
間改善）

コスト

東西軸構築による
災害時の安全確保
（指標：隘路区間の解消）
（指標：霊山IC～東北道の所要
時間改善）
（指標：沿岸部から高次医療施
設までのアクセス改善）

評価軸

※ここで、【現況】は、H23現在、【未整備】は、事業化路線（阿武隈東道路、霊山道路など）の整備時、【整備時】は、未整備から福島～霊山間が整備されたとき
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【意見聴取の目的】

■８月１２日に公表した概ねのルート及び出入り口の位置の公表と意見募集の中で、

当該区間について道路が通る概ねの範囲を絞り込むための議論を始めることとして

おり、今回の意見聴取は課題の把握、政策目標の明確化、対策案の比較・評価を

主眼に置き、意見を幅広く聴取する。

【方法】

■地域住民：アンケート

■地域住民以外：ホームページアンケート

■企業に対するヒアリング調査

【周知方法】

■地域住民：新聞広告掲載、自治体広報掲載、対象地区に対し広報を回覧

オープンハウスの設置、対象地区の高校にアンケート配布

■地域住民以外：ホームページ

【意見聴取期間】

■１ヶ月程度（とりまとめ含む）

【実施主体】

■国土交通省、福島市、伊達市、桑折町

９ 地域からの意見聴取方法
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 【案①】北廻り直結案 【案②】南廻り直結案 

 

概要 
・伊達市内を最短で通過し東北道と接続する案 

(約 13km) 

・霊山 IC から国道 115 号現道と一部並行し、福島市

を通過しながら東北道と接続する案  

(約 18km) 

早期整備 

効果発現 

・整備延長が短く、早期の整備効果発現が期待さ

れる 

・整備延長が長いため、案①に比べて事業期間を要

する 

東北道への 

アクセス性 

・霊山 IC～東北道を最短ルートで連結するため、

東北道へのアクセス性に優れる 

(約 25 分短縮) 

・国道 115 号現道と一部並行することから、東北道と

のアクセス性は案①に比べ劣る  

(約 21 分短縮) 

利便性 

・福島市北部の市街地、工業団地等へのアクセ

スに優れるが福島市中心部へのアクセス性に

劣る 

・国道 115 号を利用した福島市中心部へのアクセス

の検討が可能であり利便性に優れる 

地域への影響 

・案②に比べ道路工事の際の支障物件となる家

屋などが少ない 

(約 50 件～150 件) 

・案①に比べ道路工事の際の支障物件となる家屋な

どが多い 

(約 150 件～250 件) 

特
徴 

事業費 約 400～500 億円 約 700～800 億円 

【問い合わせ先】 

国土交通省 東北地方整備局  福島河川国道事務所 調査第二課 

TEL 024-539-6128（直通）  担当 種市、田口 

 東北中央自動車道は、福島県相馬市を起点として福島市、山形県米沢市、山形市、新庄市を経由して秋田県横手市に至

る延長約 268 ㎞の高規格道路です。 

 今般、未事業化区間である福島～霊山間の計画検討にあたり、みなさまのご意見をお聞きしたくアンケートにご協力をお願

いします。 

 当該区間の高規格道路整備にあたって、私たちは、北廻り直結案（伊達市内を最短で通過し東北道と接続する案）と、南廻

り直結案（霊山 IC から国道 115 号現道と一部並行し、福島市を通過しながら東北道と接続する案）の２案を検討しています。

※みなさまからのご意見は計画段階評価（※）での地域からの意見として「社会資本整備審議会 道路分科会東北地方小委

員会」に報告いたします。 

 

東北
とうほく

中央
ちゅうおう

自動
じ ど う

車道
しゃどう

（福島
ふくしま

～霊山
りょうぜん

）の計画検討 【概要】 【概要説明資料】 

東北
とうほく

中央
ちゅうおう

自動
じ ど う

車道
しゃどう

（福島
ふくしま

～霊山
りょうぜん

）の計画検討に関するアンケート 
【 ２つの案の概要や特徴をまとめました 】 

（参考）現地の状況写真です 

▼国道 115 号（伊達市霊山町～福島市間） 

▼国道４号（北幹線東入口交差点） ▼国道 399 号（伊達市保原地区） 

写真⑤  

▼（主）福島保原線（福島市内本内地区） 

写真⑥  

写真① 最急縦断勾配８．１％区間 写真② 最小曲線半径８０ｍ区間 写真③ 幅員狭小区間 

写真⑤ 写真⑥ 写真④ 

※計画段階評価とは、公共事業の実施過程の透明性を一層向上させる

観点から、代替案の比較評価を行う計画段階において事業評価を行う

新しい取り組みです。 

東北地方小委員会の資料等は国土交通省東北地方整備局ホームページでご覧いただけます。 
URL  http://www.thr.mlit.go.jp/road/ir/shouiinkai/index.html 

当該区間の計画段階評価は東北横断自動車道釜石秋田線（花巻～釜石間）、東北中央自動車道（福島～相馬間）で現在

取り組まれている「早期にルートの具体化を図る作業」の一環として、道路が通る概ねの範囲を絞り込むために実施される

ものです。 

【事業化までの流れ】 
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今回のアンケートは

ここです。 

：供用中区間

：事業中区間

：未事業化区間　

凡　例

赤：対象区間

資料－５－２



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私たちは北廻り直結案と南廻り直結案の２案を検討しています 

【案①】北廻り直結案（伊達市内を最短で通過し東北道と接続する案） 

【案②】南廻り直結案（霊山 IC から国道 115 号現道と一部並行し、福島市を通過しながら東北道と接続する案） 

※それぞれの特徴は裏面にまとめていますのであわせてご覧下さい 

　　事業中区間

　　供用中

　　一般国道

　　県道等
　

　線形不良区間

　　R<100m

    R<150m

　　i>5.0%

　　W<5.5m　
死傷事故率
100件/億台キロ以上

凡　　例



 
          

1 通勤・通学 2 通院 3 家事・買い物 

4 業務(営業・運送等) 5 観光・レジャー 6 震災復旧活動 

7 その他     

1 毎日 2 週に数回程度 

3 月に数回程度 4 ほとんどない 

1 国道 115 号 2 国道 349 号 3 国道 399 号 

4 (主)福島保原線 5 (県)山口保原線 6 (県)飯坂保原線 

7 (県)保原桑折線 8 その他(                            )

1 交通混雑 2 交通事故 3 災害などでの通行規制や通行止め

4 道路線形(坂道・カーブ)の悪さ 5 冬期の走行性 6 歩行者と自動車の接近 

7 その他(                           ) 

年齢 1 10 代 2 20 代 3 30 代 4 40 代 5 50 代 6 60 代 7 70代以上

性別 1 男性 2 女性 

1 会社員 2 公務員 3 自営業 4 農林水産業 5 学生 
ご職業 

6 主婦 7 その他       

お住まいの地域 都道府県  市町村  

 

 

 

 
■設問② 

 

意見募集のチラシをご覧頂き、皆様のご意見をお聞かせください。 

あなた自身についてお聞きします。あてはまるもの一つ選び、番号に○をつけて下さい。 

お住まいの地域には都道府県、市町村名をご記入ください。 
■設問① 

伊達市霊山町から国道４号や東北自動車道付近の間の道路の利用頻度についてあてはまる

ものを１つ選び、番号に○をつけて下さい。             

伊達市霊山町から国道４号や東北自動車道付近の間の主な通行目的についてあてはまるものを全

て選び、番号に○をつけて下さい。(複数回答可) 

東北
とうほく

中 央
ちゅうおう

自動
じどう

車道
しゃどう

（福島
ふくしま

～ 霊
りょう

山
ぜん

） 

の計画検討に関するアンケート 

●インターネットによる回答も可能となっておりますので、下記アドレスからアクセス願います。 

  福島河川国道事務所 アンケートページ 

  http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/ 

  (福島市、伊達市、桑折町の各市町村ホームページのバナーも御利用いただけます。) 

伊達市霊山町から国道４号や東北自動車道付近の間の主な通行経路についてあてはまるものを全

て選び、番号に○をつけて下さい。(複数回答可) 

  「8 その他」を選ばれた方は分かる範囲で道路名をお答え下さい。 

※道路名は概要説明資料(別紙)の図面を参照下さい。 
 

伊達市霊山町から国道４号や東北自動車道付近の間にはどのような交通問題があると思います

か？あてはまるものを全て選び、番号に○をつけて下さい。(複数回答可) 

「7 その他」を選ばれた方は問題と思われることをご記入下さい。 

■設問③ 

■設問④ 

■設問⑤ 

※裏面に続きます。 



 
 

1 必要だと思う → 設問⑦へ 

2 どちらかと言えば必要だと思う → 設問⑦へ 

3 必要だと思わない → 設問⑨へ 

4 わからない → 設問⑩へ 

1 事業期間を短くし早く開通ができる案 5 
地域内活動の利便性（福島市街地への時間短

縮）が高い案 

2 公共事業費が縮減される経済的な案 6 坂道やカーブなどの道路線形に優れる案 

3 
地域への影響が少ない案（家屋移転、地域分

断、等） 
7 

その他 具体的に    

                            

4 
広域的な交流の利便性（東北道への時間短

縮）が高い案 
 

 

1 東北道まで早くアクセスできる道路 5 工業団地、港湾など地域の産業拠点に早く行ける道路 

2 線形が良く走り易い道路 6 沿岸被災地などの復興活動をしやすくする道路 

3 災害時などの迂回路となる道路 7 その他(                            ) 

4 救急病院に早く行ける道路 →設問⑧へお進み下さい。

ご協力ありがとうございました。

→設問⑩へお進み下さい。 

※アンケートは、投函ＢＯＸへ平成 23 年 9 月○日まで投函をお願いします。 

 
■設問⑥ 伊達市霊山町から国道４号や東北自動車道付近の間には新しい道路の整備が必要だと思い

ますか？あてはまるものを１つ選び、番号に○をつけて下さい。(複数回答可)         

 
■設問⑦ 必要と思う道路はどのような機能を持つ道路ですか？あてはまるものを全て選び、番号に○を

つけて下さい。(複数回答可)             

 
今回、道路整備の二つの案を検討していますが、地域にとって望ましい案を選ぶ際に重視すべき項

目はどれだと思われますか？あてはまるものを全て選び、番号に○をつけて下さい。(複数回答可) 

「7 その他」を選ばれた方は取り入れるべき項目をご記入下さい。 

■設問⑧ 

 ■設問⑨ 道路整備が必要だと思わない理由についてお聞かせ下さい。（ご自由にご記入下さい） 

 ■設問⑩ その他意見がありましたらお聞かせ下さい。（ご自由にご記入下さい） 

[投函ＢＯＸ設置個所] 

福島市役所及び支所（東部、北信）、伊達市役所及び支所（伊達、霊山）、桑折町役場 

※こちらは裏面(表面からの続き)です。 




